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今 月の納税

市鯨民税第 l期分

7月 15日

8月 1日

7月31日は日曜です

かι8月1日までに

納めてください。

無
料
で
全
市
民
の
健
康
診
断

昭
和
三
十
五
年
度
一
般
町
民
に
一
八
該
当
者

一
般
住
民

一
レ
ン
ト
ゲ
ン
損
影
の
場
合
男
子
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一

結

核

健
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診
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日

程

対
す
る
結
核
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診
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ン
ト
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幼
児
(
一
才
J
五
才
二
ラ
ン
ニ
ン
グ、

女
子
は
金
具
の
付
一
実
施
月
日
・
場
所
(
時
間
)
地
区

ゲ
ン
間
接
一
樹
影
)
を
つ
ぎ
の
と
お
一
ま
た
は
各
学
校
、
官
庁
、
事
業
所

一い
て
な
い
ス
リ
ッ
プ
程
度
を
着
用
一
の
順

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
一
な
ど
で
行
な
っ
た
も
の
ぞ
除
く

一し
て
撮
影
し
て
も
よ
い
。

一〔
三
浦
〕

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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損
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の
要
領
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一

ム
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な
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を
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に

りよアゴ政
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今
村
公
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連
蔵
寺
、
申
郷
、
水
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、

硯
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岳
開
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ム
h
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、
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坊
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，

本f

て
簡
易
水
道
や
洗
い
場
な
ど
を
設

置
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
す
る
人
た
ち

の
便
を
は
か
り
ま
し
た
.

ま
た
、
七
月
二
十
三
日
か
ら
九

月
十

一
日
ま
で
毎
日
県
営
パ
ス
が

つ
ぎ
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。
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拠
出
制
国
民
年
金
の
下
準
備

七
月
中
に
全
世
帯
を
調
杢

昭和 35年 7月初日
(昭和33年4月22日焼三種噛"便物認可〉

(ー)

昨
年
十
一
月
か
ら
閏
民
年
金
制

度
が
実
施
さ
れ
、
無
拠
出
制
年
金

(
福
祉
年
金
)
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
明
年
四
月
一
日
か
ら
は

保
険
料
を
納
め
る
拠
出
制
の
国
民

年
金
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

と
の
国
民
年
金
は
、
勤
め
先
に

年
金
の
仕
組
み
の
あ
る
人
そ
除
い

た
全
同
本
国
民
に
、
老
後
の
生
活

を
保
障
す
る
た
め
や
、
身
体
障
害

者
に
な
っ
た
り
、
母
子
世
帯
に
な

県
立
多
良
岳
公
園
野
岳
湖
は
毎
一
テ
ン
ト
六
人
用
三
十

一
強
、
十
一
一

一
っ
た
と
き
の
生
活
保
障
を
す
る
た

年
夏
に
な
る
と
キ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
一人
周
五
張
、

毛
布
七
+
枚
を
用
意

一め
に
、
各
自
が
前
も
っ
て
掛
金
を

で
に
烹
-わ
い
ま
す
が
、
と
と
し
は
-し
で
あ
り
、
さ
ら
に
飲
用
水
と
し

一し
て
お
く
、
一
般
大
衆
の
年
金
で

野
岳
湖
・
簡
易
水
道
も
設
置

パ
ス
も
お
日
か
ら
毎
日
遂
行

手

行

で

伝

ト

ru
w什
V

励

し、

面
の
第
一
一
設
に
書
い
て
あ
る
種

類
の
動
め
先
で
掛
金
在
す
る
年

金
で
す
.

ω公
的
年
金
と
は
、

恩
給、

厚
生

年
金
、
共
済
組
合
年
金
な
ど
で

調
査
票
の
裏
面
の
第
二
表
に
書

い
て
あ
る
種
類
の
年
金
で
、
現

在
受
け
て
い
る
人
や
、
受
け
る

楕
利
の
あ
る
人
(
若
年
停
止
や

現
在
請
求
中
の
人
)
も
含
み
ま

す
。

判
そ
の
他
記
入
上
の
注
意
は
、
調

査
票
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
同
時
に
配
付
す
る

「
国
民
年
金
の
あ
ら
ま
し
」
と

と
も
に
良
く
読
ん
で
か
ら
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。(

福
祉
事
務
所
)

す。
そ
の
準
備
の
た
め
七
月
一
日
現

在
で
世
帯
員
全
部
を
調
査
す
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
票
は、

町
務
連
絡
委
員
を
通
じ
て
全
世
情

に
お
配
り
し
ま
ず
か
ら
、
各
世
帯

一花
火
遊
び
の
季
節

に

な

り

で
記
入
し
て
、
七
月
末
固
ま
で
に
一
ま
し
た
@
人
家
の
た
く
さ
ん
あ

町
総
代
を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
一る
と
こ
ろ
、

ワ
ラ
屠
根
の
あ
る
と

き
い
。
記
入
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
一乙
ろ
で
は
、

速
く
に
飛
ぶ
矢
花
火

の
と
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
の
打
上
げ
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

ωと
の
調
査
は
世
帯
員
全
部
を
記

一
、，。

入
し
て
く
だ
さ
い
、
住
込
み
の
一
写
真
は

使
用
人
、
下
宿
人
も
含
み
ま
す
一

川
被
用
者
年
金
と
は
調
査
票
の
喪
一

染

病

を

(キ
ャ
ン
パ
ー
た
ち

を
符
つ
野
岳
湖
)
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公
会
堂
使
用
手
続
き

は
教
育
委
員
会
で

従
来
、
中
央
公
民
舘
の
使
用

手
続
き
は
公
会
堂
と
し
て
の
使

用
の
場
合
は
市
庶
務
課
で
取
扱

っ
て
い
ま
し
た
が
、
七
月
十
三

日
か
ら
市
教
育
委
員
会
庶
務
課

で
取
扱
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た

(
庶
務
課
)

土
地
立
入
り
調

査
に
ご
協
力
を

土
地
改
良
事
業
に
関
す
る
調

査
の
た
め
、
つ
ぎ
の
ど
お
り
立

入
り
測
量
調
査
が
行
な
わ
れ
ま

す
の
で
関
係
者
の
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

A
立
入
り
の
目
的
県
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
計
画
調
査

A
立
入
り
の
場

所

大
村
市

一

円

(
主
と
し
て
、
福
重
、
申

央
地
域
)

A
立
入
り
の
期
間

ハ月
十
五

よ

う

日
か
ら
来
年
三
月
三
十
)
日

ま
で

A
立
入
り
調
査
す
る
者
畏
崎

県
耕
地
課
、
杉
本
徳
博
ほ
か

五

名

(

企
画
室
)

県
が
保
証
す
る
引
揚

者
更
生
資
金
を
貸
付

と
の
た
び
県
が
保
証
す
る
引

揚
者
更
生
資
金
の
貸
付
申
込
み

を
受
げ
つ
け
ま
す
。

ム
貸
付
対
象
引
場
者
国
庫

債
券
の
交
付
そ
受
げ
た
者
で
生

活
困
窮
者
(
そ
の
う
ち
で
高
令

者
は
優
先
と
す
石
)
母
子
附
帯

員
な
ど
で
申
謂
の
日
ま
で
引
き

つ
づ
き
六
カ
月
以
上
長
崎
県
に

住
居
を
有
す
る
者
で
国
債
に
記

名
さ
れ
て
い
る
者

ム
申
込
期
日
八
月
一
日
か

ら
十
日
ま
で

ム
申
込
方
法
米
穀
通
帳
お

よ
び
困
層
債
券
と
印
鍛
を
持
つ

て
申
請
替
を
出
し
て
く
だ
さ
い

(
申
請
書
は
福
世
事
務
所
に
郁

開
削
し
て
あ
り
ま
す
)

(福
組
事
務
所
)

A
寄
付
者

個

人

ま
た
は
団
体

ム
受
納
現
金
(
百
円
以
上
)
ま

た
は
物
品
(
建
築
材
料
・

庭

園
材
料

・
家
具

・
調
度
品

・

美
術
工
芸
品
の
類
)

A
寄
付
を
す
る
場
合
は
寄
付
申

出
警
に
よ
っ
て
申
し
込
む
こ

と。

寄
付
の
申
し
出
お
よ
び
く
わ
し

い
と
と
は
庶
務
課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
.

(
庶
務
課
)

染
色
教
室

ム
ろ
う
け
つ
染
め

ム
日
時
、
場
所
七
月
二
十
六

目
、
二
十
九
日

一
時
1
四
時

中
央
公
民
館

A
講
師
向
陽
高
校
高
橋
、

楠
本
先
皇

ム
申

込

七

月
二
十
五
日
ま
で

申
央
公
民
館
へ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指

導
者
養
成
の
講
習
会

皇
居
造
営
の
寄

市
県
教
委
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
で
は
七
月
三
十
日
か
ら
八
月

一
日
ま
で
(
二
泊
三
日
)
犬
村
闇

宮
内
庁
で
は
皇
居
を
造
営
す

芸
高
校
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指
導

る
計
画
で
す
が
、
そ
の
た
め
、

者
整
成
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
一

国
民
か
ら
の
誠
意
に
基
づ
く
自
般
か
ら
む
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
の

発
的
な
寄
付
の
申
し
出
が
あ
る
で
多
数
雲
加
く
だ
さ
い
。

場
合
は
、
強
制
に
わ
た
り
、
ま
参
加
希
望
者
は
七
月
二
十
五
日

た
は
売
名
宣
伝
に
利
用
さ
れ
る
ま
で
市
教
委
社
会
教
宵
課
へ

お
そ
れ
の
な
い
も
の
に
限
り
、
(
市
教
委
社
会
教
育
摂
)

国
が
と
れ
を
受
け
る
と
と
に
な

り
ま
し
た
.
(
本
年
六
月
一

日

以
降
) 付

を

受

付

け

う
め
シ
ョ
ウ
チ
ユ
ウ

に
も
克
許
が
い
り
ま
す

六
月
一

開
発
行
本
紙
の
「
六

月
の
く
ら
し
」
の
な
か
で

「う

め
シ
巨
ウ
ヂ
ユ

l
」
の
作
り
方

に
つ
い
て
お
知
広
せ
し
ま
し
た

が、

う
め
シ
ョ
ウ
チ
ユ
ウ
も
免

許
が
い
り
ま
す
の
で
、
家
庭
で

作
る
と
酒
税
法
違
反
に
な
り
ま

す
。
乙
の
点
誤
解
の
な
い
よ
う

に
願
い
ま
す
。

(
庶
務
課
)

蛙
を
と
る
と
き

は

注

意

し

て

食
用
蛙
の
捕
獲
に
つ
い
て
さ

き
に
お
句
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

蛙
を
と
る
た
め
水
田
な
ど
の
あ

ぜ
を
と
わ
す
よ
う
な
乙
と
が
あ

っ
て
お
り
農
啄
の
か
た
が
迷

惑
し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
蛙

ぞ
と
る
と
き
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気

を
つ
げ
て
くが一
さ
い
。{

農
桝
課
)



ぐ
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
造
り
瓦
茸
卒
家

題
、
床
は
コ
ン
ク
リ
!
ト
、
百
十

四
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
(
一
ニ
十
四

坪
)
で
、
工
曹
は
百
五
十
三
万
一

千
円
(
う
問
農
林
漁
業
金
融
公
庫

融
資
額
百
二
十
二
万
円
)
で
す
。

従
来
の
同
農
協
約
倉
庫
は
高
さ

一.

が
、
四
・

ゴ一メ
ー
ト
ル
で
干
七
百

一

二
十
俵
し
か
牧
容
で
き
ま
せ
ん
が

一

と
の
倉
原
は
高
さ
五
・
九
四
メ

l
一

ト
ル
で
二
千
六
十
円
四
十
俵
が
牧
容

一

で
き
あ
も
の
で
、

合
せ
て
四
千
三一

百
六
十
俵
が
政
容
で
湾
る
と
と
に
一

な
り
ま
す
。

一

と
れ
で
大
村
農
協
は
中
央
地
域

-

(
大
村
)
全
部
の
一
年
産
分
の
米

(
ま
た
は
麦
)
が
一
度
に
牧
容
で

き
る
わ
け
で
す
。

な
お
‘
新
し
い
倉
庫
は
政
府
指

定
の
一
級
窟
庫
に
な
あ
予
定
で
す

(
農
林
輯
)

〔
写
真
は
新
築
わ
農
業
倉
庫
〕

;…13医院に血清…5

5まむし禍に備えて;

と
れ
か
一
す
の
で
、
農
作
業
、
山
登
り
な
ど
一
足
を
か
ま
れ
た
時
は
モ
モ
を
タ

一の
郷
}
国
立
大
村
病
院
、
大
村
市
一
(
大
村
保
鱈
所
・
大
村
普
察
署
)

ら
ま
む
し
一
で
不
幸
に
し
て

o
ま
む
し
。
に
か
一

オ
ル
な

f
で
し
ば
っ
て
止
血
す
J

一党
病
院

一

が
で
て
く
一
ま
れ
た
場
合
は
応
急
処
償
者
砲
し
一
る
。

-
y
J
S対、
主
義
建
、t
sミ、
〉
送
、
t
s
ミ
¥t
s

日
開
一
円
何
向
上
川
町
一
郡
山
一
軒
話
予
一
川
農
業
倉
庫
が
完
成
一
一

た
二
巾
内
一
最
も
早
い
方
法
で
血
清
の
注
射
を
一
村
駅
通
り
)
本
郷
院
院
(
袋
郷
)
一
山

牧

在

E
力
は
二
千
六
百
俵
…
…

で
は
つ
ぎ
一
受
げ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
一
佐
藤
医
師
(
辻
同
町
一
)
長
野
医
院

一
川恥

に

ム
日

の
十
一
ニ
医
一
〔
応
悲
処
置
〕
一
(
鈴
回
大
里
郷
)
橋
口
医
院
(
竹

一

新
し
い
肘
づ
く
り
運
動
(
新
農
一
巻
五
月
中
旬
か
円
建
設
レ
て
い
ま

院
に
蛇
毒一

①
か
ま
れ
た
傷
口
を
直
接
口
で

一松
本
町
)
聞
医
院
一
竹
松
宮
小
路
)
一山
漁
村
振
興
特
別
助
成
事
業
)
の
一
し
た
が
、
六
月
末
で
き
あ
が
り
ま

の
血
清
を
一
吸
い
、
あ
る
い
は
傷
口
を
ナ
イ
一
沢
田
医
院
(
油
揚
宣
言

一実
的
域
(
大
村
)
の
本
年
度
初
一
し
た
。

備
え
つ
け
一
フ
で
切
り
開
い
て
毒
血
を
出
す
一医
院

(田
下
郷
)
田
川
医
院
(
福

一の
事
業
と
し
て
大
対
農
協
で
は
、
一
と
の
倉
聞
は
、
間
和
一一一十
四
年

て
あ
り
ま

一

⑦
手
を
か
ま
れ
た
時
は
腕
を
、

一
重
情
同
郷
)
渡
辺
医
院

(
松
原

て

同
農
協
敷
内
内
に
農
業
倉
庫
一
棟
一
昨
麦
よ
り
収
容
で
き
る
よ
ろ
に
早

⑦
ハ
エ
種
類

1
種

類

は

き

↓

五

日
J
七

日

↓

さ

な

ぎ

@

駆

除

方

法

ラ

ム

は
め
で
多
く
分
類
ゐ
複
雑
で
す
↓
四

i
七
日
1
成

虫

(

発

生

の

環

境

H
薬
剤
の
種
類
ご
み
箱
、
台
所
、
食
堂
、
納
屋

が
、
衛
生
上
、
と
く
に
悪
影
響
を
③
幼
虫
の
お
も
な
発
生
日
使
用
量
お
よ
び
州
一
致
)
便
所
、
そ
の
他

H
D
D
T
油

お

よ

ほ

ず

ハ

エ

は

、

イ

エ

バ

エ

場

所

便

所

、

便

油

H
オ
ル
ソ
剤
(
五
剤
、
リ
ン
デ
ン
、

D
D
V
P

ヒ
メ
イ
エ
バ
エ
、
オ
オ
イ
エ
パ

盛
厨
芥
、
ご
み
た
め
H
イ
エ
パ
十
倍
)
乳
剤
(
五
十

J
百
倍
)
油
剤
日
壁
面

一
平
方

M
四
十

ェ
、
ク
ロ
パ
ヱ
、
ニ
ク
パ
工
、
ェ
、
ヒ
メ
イ
エ
バ
エ
、
キ
ン
パ

H
便
器
一
コ
当
り
一
・
五
J
二

C
C
(
一一弾
当
り
七
勺
)
、

キ
ン
バ
エ
の
類
で
す
。

工
、
オ
オ
イ
エ
バ
エ

リ
ッ
ト
ル
(
約
八
合
)
を
月
二

V
P
は
一
平
方
計
五
じ
じ
、

②
ハ
エ
の
発
育

1
は
え
は
家
畜
小
屋
、
堆
肥

H
イ
エ
バ
エ

J
一

二

回

家

畜

小

屋

H
オ
ル
ソ
剤
(
五
十

普
通
卵
、
幼
虫
(う
ぢ
)
さ
な
ぎ

¥
1
;
:
:
1
4
0
・・
Bi
o
e
-
-
;
i

4

e

o-
-1
6
1
1
1
1
1
1
6
j
i
l
l

a

-
-
4

倍
)
油
剤

(
D
D
T
-
υ

を
へ
て
成
虫
に
な
り
手
。
た

一
は

え

の

生

態

と

駆

除

方

去

D
V
P
)
H
油
剤
誌
に
同

だ
し
ニ
ク
パ
エ
は
卵
が
雌
の
卵

一

回

J

t

じ
、
オ
ル
ソ
剤
は
五
十
倍
液
を

巣
内
で
か
え
っ
て
、
幼
虫
と
な

4
a
oaoi
l
-
06

6
0

，

一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
五

C
C

っ

て

産

み

だ

さ

れ

、

幼

虫

は

湿

サ

シ

パ

エ

肥

料

だ

め

H
右
に
同
じ

H
一
一
中
油
剤
は
お
も
に
成
虫
、
坑
剤
・

っ
た
汚
物
申
ー
で
育
ち
、
そ
の
問
便
池
、
肥
料
だ
め

H
ク
ロ
パ
エ
万
メ
ー
ト
ル
当
り
一
・
五

J
二
オ
ル
ソ
剤
は
幼
虫
の
駆
除
い
ん
使

二
同
脱
皮
し
て
土
中
の
乾
燥
し
ニ
ク
パ

エ
、
ヒ
メ
イ
エ
バ
エ
、

リ

ッ
ト
ル
(
一
坪
に
は
約
二
升

う。

た
と
こ
ろ
に
移
動
し
て
き
な
ぎ

オ

オ

イ

エ

バ

エ

五

合

)

月

二

J
一

二

固

な

お、

室
内
は
油
剤
、

室
外
は

に
な
り
ま
す
。
さ
な
ぎ
は
黒
栂
動
物
の
屍
体

H
キ
ン
バ
エ
、
ニ
ご
み
の
集
積
場

H
D
D
T
油
乳
剤
・
オ
ル
ソ
剤
を
お
も
に
使

色
の
俵
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

ク

パ

エ

済

ま
た
は
粉
剤

H
一
平
方
メ
|
い
ま
す
。

ま
す
。
イ
エ
バ
エ
の
成
育
期
間

魚
献
肉
日
ニ
ク
パ

工
、
ク
ロ
バ
ト
ル
に
八
十

C

C
、
粉
剤
は

卵

↓
半
日
J
一
日
↓
幼
虫

工
、
キ
ン
バ

エ

一

平

方

メ

ー
ト
ル
当
り
二
百
グ

(ごこ j〔矛253号)
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一者
が
あ
り
ま
し
た
。

一
訓
練
は
県
知
事
の
あ
い
さ
い
に

一
つ
つ
い
て
、
最
初
に
大
村
瞥
察
署

一
か
p
h

，無
線
電
話
で
県
瞥
察
本
部
に

一堤
害
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に

一県
警
機
動
隊
の
派
遣
要
請
を
行
な

一
ぃ
、
さ
ら
に
犬
村
市
は
消
防
無
線

一
ヤ
県
知
事
に
自
衛
隊
派
遣
お
よ
び

一
災
害
救
助
法
の
発
動
、
日
派
救
護

堤
害
に
備
え
て
、
県
で
は
七
月
一
づ
い
た
豪
雨
で
大
村
市
内
の
阿
川
一
ゴ
干
人
が
漂
流
中
、
ま
た
海
岸
二
梅
自
衛
隊
、
海
ト
保
安
本
部
、
日

一班
の
派
遣
要
請
を
行
な
い
ま
し
た

七
日
午
後
一
時
か
ら
市
内
玖
島
崎

一が
は
ん
ら
ん
、
港
町
地
区
一

帯
が
一帯
の
堤
防
定
壊
し
て
付
近
の
佳
一
赤
畏
崎
支
部
、
大
村
市
、
大
村
市

一

県
警
機
動
隊
は
上
陸
用
舟
艇
で

一
帯
で
、
時
海
空
一
体
と
な
っ
た
一
孤
立
し
、
住
民
五
十
人
が
逃
げ
お
一家
が
危
険
に
さ
ち
さ
れ
て
い
る
三
消
防
凶
、
大
村
市
連
合
間
人
会
、
一孤
立
な
者
の
救
助
作
業
お
よ
び
海

災
害
対
策
総
合
訓
練
を
行
な
い
ま

一く
れ
救
助
努
求
め
て
お
り
、
大
村
一と
い
う
想
定
で
行
な
わ
れ
、
佐
勝

一電
々
公
社
な
ど
約
四
百
人
が
参
加

一上
漂
流
者
に
対
し
モ
ヤ
イ
銃
発
射

し

た

。

一

公

園

に

は

負

傷

者

、

被
災
者
二
千
一長
崎
県
知
事
を
総
裁
に
、
県
警
察

一し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
県
一に
よ
る
教
助
訓
練
、
大
村
普
察
署

当
日
は

o
七
日
未
明
か
局
降
り
つ

一人
が
避
難
し
、
出
漁
中
の
漁
船
員
一
本
部
機
動
隊
、
大
村
普
察
署
、
陸

一内
各
甫
町
村
か
ら
も
多
数
の
彦
観
一ば
機
動
隊
と
と
も
に
負
傷
者
の
救

出
槻
送

H
(写
真
下
)
海
上
自

衛
瞭
大
付
航
空
疎
は
、
府
艇
に
よ

ろ
機
動
即
時
の
輸
送
や
飛
行
機
に
よ

る
空
申
写
真
の
撮
影
、
漂
流
者
の

発
見、

物
資
の
投
下
や
、

救
命
ポ

ー
ト
の
公
開
な
ど
。
大
村
部
障
は

レ
ン
ジ
ヤ
1
隊
員
に
よ
っ
て

一
本

ロ
l
プ
、
二
本
・

ゴ
一
本
ブ
リ
ッ
ジ

に
よ
る
水
平
捜
し
吊
り
渡
し
、

愚

者
輸
送
な
ど
の
レ
ン
ヲ
ャ

1
訓
練

を
、
竹
松
部
隊
は
軍
門
橋
、
昭
門

橋
の
運
送
、
車
両
機
械
な
ど
各
種

栴
設
の
展
示
を
行
な
い
ま
し
た
。

円
赤
長
崎
支
部
は
、
救
護
所
の

設
置
、
負
傷
者
の
手
当
、
人
口
呼

吸
作
業
等
の
公
開
、
さ
ら
に
同
奉

仕
団
(
大
村
市
連
合
婦
人
会
員
)

に
よ
る
炊
出
作
業

H
(写
真
上
)

な
ど
が
行
な
わ
れ
、
実
際
さ
な
が

ら
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

(
消
防
本
部
)

実
際
さ
な
が
ら
の
災
害
訓
練

り
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A ム A
女 同 女 同で愛
子・子・の知
)炊)織女県

荒 布 子・
工 )紡

績
四 三 z
o 0 

主主孟
でで才
ののま

A ム A
畏の兵で奈
崎 女 庫 の 興
市子 県 有県

)・子・
ポ土)織
l 工布
リ ( 工
ン四(
グ 五 二
工才 O
見 ま 才
習 でま

ム
の市{

( 男 内三
大子・ O
村 ) 仕 才
公上 ま
共工で
職(の
穿三明
安五子

察室)
)で

村大

求
人
案
内

〈毎月18，10百，初日勢丹】

と
の
ほ
ど
市

役
所
窓
口
(
税

務
・
市
民

・
保

険
衛
壁
課
・
福

祉
事
務
所
)
の

廊
下
に
六
脚
の

ソ
フ
ァ
H
写
真

H
を
備
え
つ
け
ま
し
た
。

と
れ
は
市
役
所
に
訪
れ
る
市
民

の
か
た
に
用
件
が
鯵
る
ま
で
の
聞

を
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
い
た
だ
乙

う
と
い
う
も
の
で
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
と
し
て
備
え
つ
け
た
も

の

で

す

。

(

財

務

課

)

窓口て待つ間

はご、ゆっくり

昭和g5年 7月初 日
〈昭和331日月22日第三種郵便初認可ヲ

開館その
保 度 の 市 市
型か 監 有は
管 ら視林五
理三員そ百
に 十と 管 七
買四 し 理 一1-
献 年 亡し 三
さ度 昭 て へ
れ;:t:和いク
ま で 三 ずタ
し 三 十 す 1
た 年 二 がル

(勢 寺(西品目つ

喜上郷ー寅が奇ぎ
信 )ノー贈村 ω

郷 夫鷲郷(ら市八
塚 ) 五 れ 畏名
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夏休みはこ

水
で
の
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

〔
危
険
防
止
〕

め
農
薬
に
よ
る
危
害
に
つ
い
て

注
意
し
、
散
布
の
水
田
や
河
川

で
は
遊
ば
な
い
。

①
堤
な
と
、
学
校
で
き
め
て
い

な
い
場
所
で
は
遊
泳
レ
な
い
。

①
水
中
鉄
砲
を
使
つ
て
の
避
ひ

を
や
め
る
。

④
花
火
避
ひ
や
火
薬
類
は
火
災

を
起
し
、
危
険
で
あ
る
の
で
や

め
る
.

③
ボ
l
ト
や
自
転
車
乗
り
は
危

険
な
の
で
、
時
や
場
所
者
え
ら

び
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す
る
と
と

〔
そ
の
他
〕

①
各
地
で
行
な
わ
れ
る
行
事

(
盆
哲
r
H
り
)
に
出
る
と
き
は

学
校
に
届
け
る
と
と
.

一

⑨
水
泳
掛
で
の
盗
難
防
止
に
つ

一
ω幼
児
の
水
遊
び
は
保
識
者
が
必

と
め
る
。

一
ず

一緒
に
行
き
、
目
を
は
な
さ

な
お
、

先
主
万
も
水
一
郎
矧
問
中
は

一

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
.

交
替
で
遊
泳
場
に
出
か
げ
、
事
故

一一
ω大
水
の
で
た
時
ま
た
は
そ
の
後

防
止
に
つ
と
め
る
乙
と
に
な
り
ま

一一
魚
釣
り
に
行
く
よ
う
な
場
合
は

し
た
.

一

保
護
者

ω皆
織
に
は
乙
の
期
間
中
一

足
場
が
ゆ
る
ん
で
い
る
か
ら
注

学
校
と
連
絡
を
取
っ
て
い
た
だ
い

一

意
し
ま
し
ょ
う
。

て
子
ど
も
た
ち
の
生
活
指
導
や
健

一
ω近
所
に
危
険
な
油
や
、
溝
、
井

鹿
保
持
に
じ
よ

V2ふ
ん
ど
協
力
く
一一
戸
な
ど
が
あ
る
と
乙
ろ
で
は
、

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

一
慣
や
柵
な
ど
帯
設
げ
、
危
険
標

(
市
教
委
学
校
教
育
課
)

一
示
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

い
よ
い
よ
と
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

一
番
楽
し
い
夏
体
み
が
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
末
ま
で
つ
づ
き
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
協
鵠
会
で
七
月
十
ご
日
午
後

一
時
か
ら
大
村
嘗
紫
署
会
議
室
で
申
学
部門
生
徒
代
表
や
各
学
校
の
生

活
指
導
主
任
の
先
生
が
集
り
、
夏
休
み
を
明
る
ぐ
健
康
に
す
ど
す
た
め
の
生
間
態
度
や
危
険
防
止
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
お
互
い
に
と
れ
巷
実
行
す
る
こ
と
を
き
め
ま
し
?
が
、
と
く
に
本
年
は
水
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な

い
よ
う
に
、
各
学
校
と
も
に
水
泳
の
心
得
手
じ
ゅ
う
ぶ
ん
守
り
注
意
を
怠
ら
な
い
と
ど
を
申
合
わ
せ
ま
し
た
.

そ
の
申
合
せ
の
と
と
が
ら
は
つ
ぎ
の
ど
お
り
で
す
が
、
と
ど
も
た
ち
が
実
行
で
き
る
よ
う
、
と
く
に
お
か
あ
さ

ん
た
ち
が
気
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う。

夜

八

時

に

は

帰

〔

生

活

態

度

〕

①
毎
日
午
前
十
時
ま
で
を
家
庭
学
習
の

時
間
と
し
て
友
だ
ち
場
誘
っ
た
り
訪

問
じ
た
り
し
な
い
。

①
午
後
八
時
(
サ
イ
レ
ン
の
合
間
)
に

は
自
宅
仁
帰
る
.
行
事
(
花
火
大
会

盆
お
ど
り
)
な
ど
特
別
の
と
き
は
学

校
で
指
示
さ
れ
た
時
間
ま
で
外
出
を

許
す
が
必
ず
父
兄
b

c

同
伴
の
と
と

⑦
服
装
を
き
ち
μ
ん
と
す
る
。
と
く
に
女

宅

子
の
衣
服
は
他
を
刺
激
す
る
よ
う
な
と
と
が
な
い
よ
ろ
注
意
す
る

①
映
画
は
学
校
で
き
め
ら
れ
た
も
の
で
休
み
中
ニ
J
三
回
程
度
と

す
る
。

①
飲
食
物
に
片
意
レ
て
暴
飲
暴
食
を
つ
つ
し
む
。

①
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
す
る
者
は
、

父
兄
の
同
意
書
を
も
っ
て
学

校

ω許
可
を
受
げ
る
と
と
・

⑦
野
外
生
活
(
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
)
な
ど
を
す
る
と
き

は
計
画
を
立
て
て
学
校
に
届
げ
出
る
。

ま

し
よ

う

A u 

禍

事

故

夏

に

な

り

ま

す

と
毎

年

、

暴

力

に

よ

る

犯

罪

、

性

犯

罪

、

盗

犯

、

学

生

生

徒

の

不

良

化

が

増

え

る

時

期

で

あ

り

ま

す

。

な
ら

び

に

水

公

備

を

と

と

の

え

、

被

害

を

受

け

な

い

よ

う

に

市

民

の

皆

さ

ん

と

手

を

取

り

あ

っ

防

犯

に

検

挙

に

準

公穴

警

察

は
夏

季

に

お

け

る

犯

罪

や

各

種

事

故

を

な

く

そ

う

と

、

~ 

か
ら
な
い
よ
う
、

て

犯

罪

を

一
掃

し

た

い

と

思

い

ま

す

の

で

、

ま

た

事

故

を

起

さ

な

い

よ

う

に

し
て
く
だ
さ
い
。

つ

ぎ

の

こ

と

を

守

っ

て

被

害

に
か

今

jji連;f;

f滋Jji

f扮
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ぷ

浅さ

一

般

的

な

注

意

事

項

1-'7 

ω昼
間
で
も
人
通
り
の
少
な
い
場

所
や
山
道
な
ど
は
で
き
る
だ
け

避
げ
て
人
通
り
の
多
い
と
と
ろ

を
通
り
ま
し
ょ
う
。

例
日
没
後
の

一
人
歩
き
は
被
害
に

か
か
り
易
い
の
?
慎
み
ま
し
ょ

v

つ。
ω帰
り
が
遅
ベ
な
っ
た
よ
う
な
と

き
は
、
な
る
べ
く
人
通
り
の
多

い
明
る
い
と
と
ろ
を
通
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

山
川
最
近
は
十
才
前
後
の
少
年
の
被

害
も
多
い
の
で
、
常
に
学
校
の

帰
り
途
、
遊
び
場
所
、
行
先
な

ど
を
い
つ
も
は
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
@

川
知
ら
な
い
男
か
ら
言
葉
を
か
け

ら
れ
た
と
き
は
、
決
し
て
作
り

笑
い
を
み
せ
た
り
、
う
ま
い
言

葉

ιひ
っ
か
か
る
乙
と
の
な
い

よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う。

* 

ω舶
の
下
を
潜
り
ぬ
け
る
よ
う
な

と
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

mw
ポ
l
ト
遊
び
の
際
に
フ
ザ
ケ
た

り
深
味
の
と
こ
ろ
で
と
ぎ
手
の

交
代
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
v

つ。

小
山
盗
難
に
か
か
ら
な
い
た
め
必
要

以
舛
の
物
は
持
た
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

帥
貴
重
品
は
必
ず
一
時
預
り
所
に

預
け
ま
し
ょ
う
。

公

小川
日
頃
か
ら
干
供
に
対
し
て
、
知

ら
な
い
人
か
ら
.
菓
子
や
、
よ

い
物
を
買
「
て
や
る
か
ら
と
か

見
せ
て
や
る
と
か
誘
わ
れ
て
も

決
し
て
、
つ
い
て
行
か
な
い
よ

う
し
つ
げ
ま
し
ょ
う。

(
大
村
警
察
署
)

海
水
浴
場
で
は

小
川
水
泳
申
背
後
か
円
急
に
押
し
た

り
、
水
中
に
引
込
ん
だ
り
、
い

た
ず
ら
老
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

同
水
泳
中
じ
よ
う
談
に
も
お
ぼ
れ

た
真
似
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
T

つ。

性
犯
罪
に
は

川
性
問
題
に
つ
い
て
の
言
動
は
慎

み
、
背
少
年
に
刺
激
を
与
え
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う。

ω屋
外
か
ら
覗
見
さ
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

公公~ 公
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学
業
中
で
の
け
が
や
病
気
に

主主義孝刺殺:開業主'"
こ
の
た
び
市
内
の
中

・
小
学
校
(
幼
稚
園

病
気
や
け
が
、

保
育
所
を
含
む
)
生
徒
児
童
が
学
校
な
ど
で

あ
る
い
は
死
亡
し
た
場
合
治

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

療
費
や
見
舞
金
の
支
給
な
ど
を
受
け
る
こ
と

こ
れ
は
去
る
六
月
八
日
か
ら
四
日
間
関
か

れ
た
市
議
会
で
、
昨
年
十
二
月
法
律
で
き

ま
っ
た
、
自
本
学
校
安
全
会

に
大
村
市
が

加
入
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
か
ら
で
す
。

ω水
に
入
る
前
に
は
必
ず
単
備
運

動
を
し
ま
し
ょ
う
。

ω体
が
疲
れ
て
い
る
時
、
空
腹
、

ま
た
は
満
腹
し
て
い
る
と
き
、

飲
泊
し
て
い
る
時
は
泳
が
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

例
身
体
の
下
部
か
月
静
か
に
全
身

を
つ
け
て
か
ら
泳
ぎ
ま
し
ょ
う

小川
泳
ぎ
に
自
信
の
な
い
人
は
泳
ぎ

の
達
者
な
人
と
一
諸
に
行
動
し

ま
し
ょ
う
。

金
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

…
学

校

安

全

会

と

は

…

日
本
単
校
安
全
会
と
は

①
学
校
の
安
全
教
育
お
よ
び
安
全

管
理
の
普
及
充
実

(
刊
行
物
の
発

行・

講
習
会
な
ど
の
開
催
等
)
を

は
か
る

⑨
義
務
教
育
諸
学
校

ω管
理
下
で

児
童
、

生
徒
が
け
が
や
病
気
、
不

具
ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
は
本
人

お
よ
び
保
護
者
に
医
療
費
や
腐
疾

見
舞
金
ま
た
は
死
亡
見
舞
金
の
支

給
な
ど
を
行
な
う
も
の
で
、
共
済

掛
金
を
本
人
お
よ
び
市
が
納
付
す

る
わ
け
で
す
。

と
の
給
付
は
四
月

一日
か
ら
実
施

な
お
、
昨
年
度
は
市
内
で
約
三

一
百
三
十
件
の
災
害
が
あ
っ
て
い
ま

一す
.

さ
れ
ま
す
が
、
給
付
の
基
慣
や
掛
一

…
災
害
給
付
の
基
準
と
範
囲
一

〔
学
校
の
管
理
下
で
発
生
し
た
も

の
で
、

つ
ぎ
の
も
の
〕

①
負
傷
の
療
養
に
要
し
た
費
用
が

百
円
以
上
の
も
の
。

⑨
学
校
給
食
に
起
因
す
る
申
毒
そ

の
他
の
疾
病
で
、
文
部
大
臣
が

定
め
る
も
の
。

①
死
亡
し
た
も
の
で
、
文
部
大
臣

が
定
め
る
ゐ
の
。

【
基
準
】

①
医
療
費
は
、
現
に
要
し
た
費
用

の
範
囲
内
で
安
全
会
が
必
要
と

認
め
た
額
の
半
分

@
廃
疾
見
舞
金
は
、
廃
疾
の
程
度

に
応
じ
、
十
三
万
円
か
ら
五
千

円
ま
で
の
範
囲
で
文
部
省
令
で

定
め
る
額

①
死
亡
目
見
舞
金
は
十
万
円

【
範
囲
】

三学 E

i校;
fの i
f 右ft
日;

;理?
?下i
iとi
;は i

の
学
校
が
編
成
し
た
教
育
課

程
の
授
業
ぞ
受
け
て
い
る
と

き
ω

的
課
外
指
導
を
受
け
て
い
る

と
き

⑨
休
け
い
時
間
中
に
学
校
じ

あ
る
と
き
、
そ
の
他
校
長

の
指
示
ま
た
は
承
認
に
基

い
て
学
校
に
あ
ゐ
と
き
。

④
児
童
、
生
徒
が
涌
常
の
経

路
お
よ
び
方
法
に
よ
り
通
学

す
る
と
き
。

⑤
そ
の
他
家
庭
科
の
調
理
実

習
の
試
食
、
修
学
旅
行
、

遠
足
、
体
育
時
の
日
射
病

あ
る
い
は
水
dL
お
ぼ
れ
た

な
ど
の
事
故
等
文
部
大
臣

が
と
れ
ら
の
場
合
に
単
ず

る
も
の
と
定
め
る
場
合

掛
金
は
本
人
と

市

で

年

額

二

十

円

共
済
掛
金
(
児
童
生
徒
一

人

当
り
年
額
)

一
般
児
童
、
生
徒
二
十
円
(
本
人

十
円
、
前
十
円
)

要
保
護
h
q

四
川
口
(
本
人
ニ
円
、

市
二
円
)

幼
稚
園
。
十
二
円
(本
人
だ
け
)

保
育
所
。
十
二
円
(
右
問
)

h
q

要
保
融
児
四
円
(
右
同
)



加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一一
退
職
金

た
だ
し
、
臨
時
的
な
腐
用
者
ま
た

一

は
近
く
退
職
す
ろ
も
の
な
ど
ま
口
一

3

1

力
一給
さ
れ
ま
せ
ん
。
勤
務
年
数
が
な

入
し
な
く
て
も
よ
い
@

一一が
く
な
る
に
つ
れ
て
率
が
よ
く
な

一
掛
金
は
全
栢
事
業
一

っ
て
お
り
、
五
年
以
上
な
る
と
非

…
掛
金

一

一

一
主
負
担
。
そ
の
額
一
常
に
有
利
で
す
。

は
従
業
員

一
人
当
一り
月
額
最
低
二

百
円
か
A
最
高
千
円
ま
で
で
、
百

掛
け
た
月
数
が

一
年
未
満
は
支

二
回
施
レ
ま
す
。

計
画
の
場
合

〔
そ
さ
い
〕
茂
し
ま
す
の
で
除
草
し
ま
す
。
ま
す
。
摘
果
す
る
も
の
は

の
中
間
追
肥
は
中
旬
ま
で
に
は

美
濃
早
宜
大
根
を
ま
く
場
合
キ
そ
の
際
つ
る
は
あ
ま
り
動
か
さ
⑦
病
害
虫
の
被
害
果

終
る
乙
と
で
す
が
、
す
ん
で
い
ス
ジ
ノ
ミ
ム
シ
の
被
害
を

防

ぐ

な

い

と

と

で

す

。

∞

発

育

不

良

果

お

よ

び

奇

形

な
い
も
の
は
一
日
も
早
く
施
し
た
め
、

ア
ル
ド
リ
ン
、
へ
プ
タ

〔
み
か
ん
〕

果

た
方
が
よ
く
、
一
回
だ
け
の
追
ク
ロ
ー
ル
な
ど
の
薬
剤
に
よ
る
今
年
の
澗
州
み
か
ん
は
着
花
が
①
大
き
い
果
実
で
も
果
皮
が

肥
の
場
合
は
申
間
追
肥
よ
り
も
防
除
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
多
く
、
開
花
後
の
天
候
も
順
調

淡
く
て
滑
か
な
も
の

穂
肥
に
施
し
た
方
が
効
果
的
で
使
い
方
は
揮
溝
処
理
が
一
番
簡
な
の
で
結
実
過
多
の
園
も
多
い
④
葉
を
も
た
な
い
も
の
な
ど

す

。

単

で

、

単
用
も
し
く
は
元
肥
に
ょ
う
で
す
。
樹
勢
以
上
に
多
量

病
害
虫
の
防
除

1
エ
カ
キ

病

虫

害
H
夏
ウ
ン
カ
の
発
生

混
用
し
て
播
溝
に
散
布
し
、
そ
に
結
果
す
る
と
と
は
、
樹
勢
を

虫
、
赤
ダ
ニ
、
サ
ピ
ダ
ニ
の
発

が
多
い
の
で
発
生
に
注
意
し
て
の
う
え
に
播
種
覆
土
し
ま
す
。

弱
め
て
、
隔
年
結
果
の
原
因
と

生
に
注
意
し
、
早
期
に
薬
剤
散

手

お

く

れ

し

な

い

よ

う

に

、

ま

〔

甘

藷

〕

な

る

だ

け

で

な

く

、

果

実

は

小

布
に
よ
あ
防
除
を
行
な
い
被
害

た
早
植
地
借
の
二
化
メ
イ
虫
の
六
月
中
旬
ま
で
に
植
え
た
甘
藷

果

が
多
い
の
で
適
度
の
摘
果
を

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
(
サ
ピ
ダ

第
二
回
目
の
防
除
時
期
で
す
。
は
甘
藷
に
な
る
肥
大
根
と
肥
料
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。

今
月

ニ
の
発
生
が
多
い
)

前
号
で
述
べ
た
基
準
に
従
っ
て
を
吸
収
す
る
吸
収
根
と
が
明
か
中
に
は
自
然
落
果
が
終
る
の
で
幼
木

1
若
六
で
夏
芽
を
主
枝

防
除
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
に
な
る
時
期
で
す
。

追
肥
と
し

八
月
上
旬
ま
で
に
二
J
三
回
に

と
し
て
利
用
す
お
場
合
は
必
ず

イ
モ
チ
の
発
生
が
見
う
げ
ら

て
硫
安
で一

0
ア
ー
ル
当
り
五
わ
げ
て
行
な
い
ま
す
。

摘
果
の

支
柱
を
た
て
、

先
端
が
倒
れ
な

れ
ま
す
の
で
、
発
生
地
で
は
メ
・
五
J
七
・

五
キ
ロ
を
乾
い
た

程
度
は
葉
が
ニ

0
1
二
五
枚
に

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う。

イ
虫
防
除
の
際
、
水
銀
製
剤
を
土
と
混
合
し
て
施
し
ま
す
。
一
個
の
割
合
で
す
か
ら
基
準
樹

混
合
し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

つ
る
も
伸
び
ま
す
が
雑
草
も
繁

を
設
け
て
お
く
ど
参
考
に
な
り

農

事

メ

四

水
稲

除

草

l
止
草
は
七
月
い
っ
ぱ

い
に
終
る
よ
う
に
。
除
草
剤
の

ニ
・
四

D
を
使
う
場
合
は
田

植
後
二
十
五
J
三
十
日
が
適
期

で
す
。

お
そ
く
と
も
出
関
前
三
十
五
日

ま
で
に
は
必
ず
終
る
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。

N

水

の

掛

引
H

有
効
分
け
つ

期
で
す
。
努
め
て
浅
水
に
し
、

分
け
つ
の
促
進
を
は
か
り
た
い

も
の
で
す
。
山
間
地
は
水
温
を

高
め
る
よ
う
に
管
理
を
し
ま
し

ょ
F

つ。
追

肥

U
中
間
追
肥
と
問
肥
の

も
よ
り
の

金
融
機
関

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

従

業

員

の

一福

利

は

事

業

繁

栄

の

も

と

L矛263号)

中
小
企
業
従
業
員
の
た
め
の
退

一く
と
と
が
で
き
、
結
問
事
業
主
と
一
①
掛
金
は
合
一額
免
税
さ
れ
ま
す
。

職
金
制
度
は
、
昨
年
十
一
月
に
発
一し
て
は
優
秀
た
従
茅
員
手
吾
期
間
一

五
年
以
「
掛
金
を
し
ま
す
と
国

足
し
ま
し
た
が
、
と
の
制
肢
が
ど
一雇
え
る
と
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
一
の
補
助
金
が
つ
晋
ま
す
。

う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
家
だ
徹
一企
業
の
振
興
に
結
び
つ
く
わ
り
で

一
冊
従
業
員
が
企
業
ぞ
移
っ
た
場
合

底
し
て
い
な
い
た
め
に
加
入
者
が
一す

一

で
も
、
法
定
の
条
件
を
み
た
し

少
な
い
よ
う
で
す
。

一

て
い
る
場
合
に
は
両
企
業
聞
の

と
の
制
肢
を
利
用
す
る
と
と

に

一

納

付

同

教

が
通
算
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
従
業
員
は
安
心
し
で
働
一

①
途
中
で
解
約
し
た
場
合
で
も
解

約
手
当
金
が
も
ら
え
ま
す
。

⑤
法
律
で
設
げ
ら
れ
た
事
業
団
で

す
か
ら
、
つ
ぶ
れ
る
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

円
安
」さ
み
と
な
っ
て
い
交
す
。

こ

の

制

度

の

特

色

りよ

(
県
農
業
改
良
普
及
所
)

7ゴ

土
地
や
耕
作
状
況
を
調
査

農
家
台
帳
作
成
に
ど
協
力
を

役

職

名

等

の

事

項

で

乙

れ

と

併

行

の

資

料

と

な

ず

ぬ

も

の
で
す
。

し

て

家

族

労

働

補

完

台

帳

も

整

備

一

第

四

に

主

要

農

機

具
お
よ
び
栴
設

し
て
、
就
職

・
転
職
希
望
の
有
無
一第
三
に
土
地
の
耕
作
所
有
状
況
で
一の
所
有
状
況
・
種
類

・四
一式
・
馬

も
調
査
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
一
あ
り
ま
す
が
、
地
目
別
・

団
地
別

一力

・
取
得
年
月
日
・
利
用
状
況
等

す。

一に
一
筆
ど
と
に
記
載
し
、
各
筆
に
一
お
よ
び
農
薬
・
肥
料
・
飼
料
等
の

一つ
い
て
立
地
条
件

・
耕
地
の
区
画
一
年
間
使
用
量
等
で
す
。

一
労
仇
状
古
川

…

一

一

て
土
地
条
件
・
災
害
条
件
・
代
表
一
調
査
項
目
と
し
て
は
お
お
む
ね
以

第
二
に
農
業
麗
入
れ
労
働
の
調
一
作
物
の
平
年
反
収

・
異
動
状
況
そ
一
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

た
だ

査
で
す
。
臨
時
的
な
雇
入
労
働
た
一
の
他
そ
記
入
し
ま
す
。
と
の
調
査
一
し
家
族
構
成

・
土
地
耕
作
状
況
に

と
え
ば
田
植
時

・
収
穫
時
の
麗
入

一は
農
地
の
亮
買
・
競
売
の
場
合
の
一
三
い
て
は
土
地
台
帳

・
住
民
登
録

れ
の
状
況
で
延
人
員
を
記
入
す
る

一入
札
資
格
取
得
の
場
合
の
資
料
、
一
台
帳
巻
利
用
転
記
し
ま
す
.

乙

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

他

農

地

行

政

全

般

に

つ

い

て

一

(

農

業

委
員
会
)

土

地

状

羽

政

加
入
者
の
範
囲

と
の
制
度
に
加
入
で
き
る
事
業

主
は
、
常
間
雇
用
す
る
従
業
員
の

教
が
百
人
(
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
三
十
人
〉
以
下
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市

農
業
委
員
会
は
昭
和
三
十
四
年

五
年
の
ニ
カ
年
に
わ
た
り
全
国
的

に
農
家
台
帳
を
作
成
す
る
ζ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
市
は
本
年
度
乙
の
台
帳
を
作

成
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
と

の
調
査
は
農
業
振
興
計
画
樹
立
の

推
進
資
料
ま
た
は
農
地
事
務
を
適

確
に
処
理
す
る
た
め
の
も
の
に
利

用
さ
れ、

さ
ら
に
こ
、
三
男
対
策

就
職
あ
っ
せ
ん
の
資
科
に
も
利
用

し
た
い
考
え
て
い
ま
す
。

調
査
の
内
容

村大

第
一
に
家
族
構
成
(
氏
名
・
続

柄
・
生
年
月
日
・
満
室
了

男
女

別
)
自
家
農
業
へ
の
従
事
回
数
、

兼
業
の
種
類
お
よ
び
従
事
回
数
、

加
入
す
る
場
合
は
従
業
員
全
員

〈毎月1日，10日，20日発行〉

写
真
は
(
庖
顕
で
忙
し
い
女
子
従
業
員
さ
ん
)

写
真
は
(
除
草
に
汗
を
な
が
す
農
家
の
人
た
ち
)

…

南

米
へ
の
農
業
移
住
者
に
対

と
の
協
会
は
、
海
外
農
業
移
の
保
証
を
す
る
と
と
を
業
務
と
す
る
人
(
団
体
を
含
む
)

例
利
率
H
農
協
の
貸
出
金
利
「

一
し
て
は
、
従
来
渡
航
費
が
貸
付
任
者
の
処
分
す
る
財
産
そ
買
取
し
ま
す
@

い
け
農
業
移
住
者
に
そ
の
必
要
が
年
一
割
円以
内
の
も
の

一
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

っ
た
り
、
ま
た
は
移
住
者
の
必

保

証

の

依

頼

と

す

ぶ

資

金

ヤ

貸

付

け

よ

う

と

付

最

高
限
度
H
H
三
十
万
円
以
…

-

一
ニ
十
五
年
度
か
ら
新
た
に
支
度
要
と
す
る
資
金
を
曽
与
、
も
し

a

ず
る
人
で
あ

っ
て
、
か
つ
農
業

内

ベ

H

e

、

が

で

き

る

人

"

川
金
が
補
助
さ
れ
る
と
と
に
な
り
く
は
貸
付
け
よ
う
と
す
る
人
カ

e

白

色

a
a

l

i

-

-
e

一

者
で
あ
Q

と
と。

'

e

e

・o
・-

t

川

い

ま

し

た

。

・

.

保

証

の

範

囲

…

F

一
長
崎
県
で
は
、
海
外
農
業
市

農

業

拓

植

基

金

協

会

が

設

立

一
保

証

す

る

債

務

一

川
住
を
よ
り
容
易
に
す
る
た
め

o

t

a

l
l

i

-

-
1
1

9

1
1
6

0

債
券
の
元
本
利
息
、
延
滞
利
息

一

-

本
年

一
月
「
長
崎
県
躍
世
話
植

:

。

保
証
す
る
債
務
は
、
右
の

ω
の
合
計
額
に
つ
い
て
保
証
す
る
一

一
基
金
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、

と

移

住

者

の

財

産

購

入

に

利

便

納
付
の
い
ず
れ
か
を
行
ぢ
っ
た
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

f

f

の
ほ
ど
業
務
が
開
始
さ
れ
ま
し

め
農
協
等
の
金
融
機
関
か
ら
借

林

一課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一

一
た
。
簡
単
に
仕
事
の
内
容
党
相

そ
れ
ら
に
必
要
な
資
金
持
農

協

的

農

業

移
住
者
の
処
分
す
る
入
れ
る
資
金
の
偵
務
で
あ
っ
て

(農
林
課
)
…

一

介

い

た

し

ま

す

。

等

の

金
融
機
関
か
ら
一
借
入
れ
る
財
産
そ
買
取
ろ
う
と
す
る
人

つ
ぎ

の

各

号

に

該

当

す

る

も

の

骨
毎
月
間
日
は
移
住
日

際
、
借
入
れ
が
円
滑
に
行
な
わ

(団
体
を
含
む
)

で
す
。

川

ん

業

務

の

内

容

れ

る

さ

つ

金

融
機
開
封
し
て

伺
農
業
移
住

者

に

そ

の

必

要

川

償

還

種

目

据

置

期

望

相

談

日

で

す

f

-

そ

の

借

入

金

に

つ

い

て

の
債
券

と
す
る
資
金
を
贈
与
し
よ
う
と
含
め
十
年
以
内
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※
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郷
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ム
森
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作
(
並
松
郷
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馬
場
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池
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郷
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時
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(
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宋
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久
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郎
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郎

一岡
滝
十
(
原
口
郷
)
ム
末
阿
彦
太
郎

七
月
二
十
日
に
発
足
す
あ
新
し
一

〔
市
議
会
推
せ
ん
に

一
(

原

口

郷

)

一

(

小

路

口

郷

)
ム
中
原
秀
義

(竹

い
農
業
委
員
会
の
委
員
が
つ
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の
一

よ

る

選

任

委

員

〕

一

一松
郷
)
ム
福
岡
善
作

(
一一
の
郷
)

一

一

〔

公
選
に
よ
る
委
員
〕

一

ム
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三
四

二
四
の
郷
)
〈
飛
塚
一周

時
り
き
ま
り
ま
し
た
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逸
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部
郷
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ム
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崎
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市
(
平
、
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E
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朋
枝
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(
沖
田
郷
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ム
一
網
整
臨

(称
勅
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業
蚕
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会
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市
議
会
お
一

部
郷
)
ム
福
井
議
美
(
里
丸
郷
)
一

(q1
h
p
(今
村
郷
)
一
寺
郷
)

詰

刊

行

刊

訂

肝

心

開

口

一ム
小
西
守
(
平
小
川
郷
)

一
A
れ

重

(中
毒

)
ム
上
野

る
委
員
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